
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
自
然
災
害
は
異
常
な
自
然
現
象

に
よ
り
生
ず
る
被
害
で
あ
る
。

我
が
国
の
社
会
資
本
、
そ
の
他
の
多
く

が
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
さ
れ
、

今
後
建
設
か
ら
50
年
以
上
経
過
す
る
施

設
の
割
合
は
増
加
す
る
こ
と
が
確
実
で

あ
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
と
維
持
管
理
・

更
新
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
建
築
後
、
50
年
以
上
経
過
す
る
各
イ

ン
フ
ラ
割
合
は
。(

２
０
２
０
年
、

２
０
４
０
年
時
点)

⑵
現
時
点
で
早
期
に
措
置
が
必
要
な
数

と
着
手
済
み
数

⑶
道
路
、
橋
梁
に
お
い
て
維
持
管
理
・

更
新
の
費
用
で
事
後
保
全
と
予
防
保
全

の
試
算
の
検
証(

10
年
後)

⑷
水
道
管
に
お
い
て
法
定
耐
用
年
数

(

40
年)

を
超
え
る
水
道
管
の
割
合

(

管
路
経
年
化
率)

、
更
新
さ
れ
た
割

合(

管
路
更
新
化
率)

⑸
水
道
管
の
耐
震
化
率
と
耐
震
適
合
率

は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
橋
梁
１
７
３
橋
の
う
ち
、
２
０
２
０

年

時

点

で

19

橋
（

11
・

０

％
）
、

２
０
４
０
年
時
点
で
１
０
５
橋
（
60
・

７

％
）
。

下

水

道

管

渠き
ょ

の

総

延

長

16
万
９
７
０
２
ｍ
の
う
ち
、
２
０
２
０

年
時
点
で
は
該
当
な
し
、
２
０
４
０
年

時
点
で
７
万
４
３
０
９
ｍ
（
43
・
８
％
）
。

道
が
管
理
す
る
河
川
に
設
置
し
た
町
の

樋
門
・
樋
管
は
、
２
０
２
０
年
時
点
で

１
か
所
、
２
０
４
０
年
時
点
で
は
６
か

所
す
べ
て
が
50
年
を
経
過
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

⑵
令
和
３
年
度
時
点
の
健
全
性
診
断
結

果
が
「
早
期
に
措
置
を
講
ず
る
べ
き
状

態
の
橋
梁
」
と
な
っ
た
13
橋
の
う
ち
、

７
橋
が
修
繕
済
み
や
着
手
中
で
あ
り
、

残
り
の
６
橋
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

補
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

⑶
橋
梁
の
架
け
替
え
な
ど
の
事
後
保
全

で
は
約
１
８
５
億
円
が
必
要
に
な
る
の

に
対
し
、
適
正
な
時
期
に
伸
縮
装
置
の

取
替
え
な
ど
を
行
っ
た
場
合
の
予
防
保

全
は
約
45
億
円
と
な
り
、
約
１
４
０
億

円
、
75
％
の
コ
ス
ト
縮
減
効
果
と
予
測

し
て
い
る
。

⑷
令
和
４
年
度
末
現
在
の
合
計
管
路
経

年
化
率
は
34
・
０
％
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
度
の
管
路
更
新
化
率
は

０
・
27
％
、
３
年
度
は
０
・
26
％
、
４

年
度
は
０
・
75
％
で
あ
る
。

⑸
耐
震
化
率
は
19
・
０
％
、
耐
震
適
合

率
は
20
・
６
％
で
あ
る
。

  

再
質
問

再
質
問  

　

経
年
劣
化
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

更
新
化
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
漏
水
破
損
事
故
は
ど
れ
く
ら
い
発
生

し
て
い
る
の
か
。

  

答答  

　

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
間
で
発
生
し

た
25
件
の
う
ち
、
10
件
は
建
設
工
事
に

関
わ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
水
道
企
業
と

し
て
の
財
政
を
考
慮
し
な
が
ら
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

⑴
築
40
年
以
上
経
過
し
て
い
る

校
舎
数

⑵
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
調
査
状
況

⑶
体
育
館
空
調
整
備
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

電
源
の
整
備
な
ど
避
難
所
強
化
の
今
後

の
方
向
性

⑷
老
朽
化
対
策
に
外
壁
落
下
防
止
対
策

の
計
画
は
。

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
町
内
の
小
中
学
校
全
14
校
の
う
ち
、

校
舎
11
校
、
体
育
館
11
校
が
築
40
年
以

上
を
経
過
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
耐
震

化
に
対
応
し
て
い
る
。

⑵
法
定
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

学
校
施
設
は
、
札
内
中
学
校
校
舎
と
札

内
東
中
学
校
校
舎
、
白
人
小
学
校
校
舎

と
体
育
館
が
該
当
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
９
月
に
調
査
し
、
基
準
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

⑶
現
在
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
空
調

設
備
は
設
置
し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
備
蓄
し
て
い
る
非
常
用
発
電
機

を
搬
入
し
停
電
時
に
お
け
る
電
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
冷
風
機
な
ど
の
防

災
資
機
材
を
活
用
し
て
避
難
所
機
能
の

充
実
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

　

施
設
改
修
時
に
は
、
町
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

⑷
学
校
施
設
劣
化
状
況
調
査
で
、
外
壁

に
つ
い
て
「
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
判
定
さ
れ
た
施
設
は
な
か
っ

た
が
、
一
部
で
、
ひ
び
割
れ
な
ど
の
劣

化
が
確
認
さ
れ
た
学
校
施
設
が
あ
っ

た
。
長
寿
命
化
改
修
を
順
次
進
め
る
中

で
改
善
を
図
る
。

■ 一 般 質 問 ■ 

答問
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更
新
に
取
り
組
ん
で
い
る

自
然
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問
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答問

地
域
住
民
に
も
安
心
安
全
に
活
用

で
き
る
施
設
整
備
に
努
め
て
い
る

災
害
時
の
避
難
所
に
な
る
町
内

小
中
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策

と
防
災
機
能
強
化
推
進

問

❽


